
バイオメディカル・ファジィ・システム学会誌 Vol.16，No.1 ，pp   －  （2014） 
Copyrightⓒ2014 Biomedical Fuzzy Systems Association 

[Original article]  
 （2014 年 月 日 Accepted） 

1 

 

看看護護大大学学 4 年年生生がが持持つつ「「進進路路選選択択のの自自己己効効力力感感」」ととそそのの影影響響要要因因 
 

大大川川内内  鉄鉄二二11，，中中島島  富富有有子子11，，原原  ややよよいい１１，，窪窪田田  惠惠子子11 

１）福岡看護大学・看護学部 
 

要要約約：：本研究では，看護大学 4 年生が持つ「進路選択に対する自己効力感」とその影響要因

を明らかにすることを目的とした．看護大学 4 年生を対象に質問紙調査を行い，85 名の有効

回答を分析した．その結果，「進路選択に対する自己効力感」は，学習意欲合計及び下位因

子の【主体的学習行動】【実習・演習に対する期待】【小集団学習への適正】との関連が認

められた．学習意欲が高い方が，「進路選択の自己効力感」が高い傾向にあった．また，大

学外の友人が多い方が，「進路選択の自己効力感」が高い傾向にあった． 
看護大学 4 年生に対して，看護師という「進路選択の自己効力感」を高めるには，学習意

欲や学外の友人等が影響因子となることを踏まえ，教育の必要性があると考えられた． 
キキーーワワーードド：： 進路選択，自己効力，学習意欲，対人関係 
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1. ははじじめめにに 
 
現在，医療は高度化し，在院日数の短縮化，新型コ

ロナウイルス感染拡大などといった環境の変化で，看

護師の過重な業務，心理的負担が高まっている．日本

看護協会の調査によると，看護師の離職率は高く，

2020 年度における新卒採用の看護師 8.6%，既卒採用

の看護師16.4%である[1]．主な離職理由として，看護

基礎教育修了時点の能力と現場で求める能力との

ギャップが大きいこと，現代の若者の精神的な未熟さ

や弱さ，看護師に高い能力が求められることなどが挙

げられている[2]． 
本研究では，「進路選択に対する自己効力感」に着

目した．「進路選択に対する自己効力感」は，先行研

究[3]によれば，自信不足と負の相関がみられ，進路選

択に対する自己効力感が高い者は職業を自分が成長

していくために重要なものと考え，低い者は生計を立

てるための手段と考える傾向があった．「進路選択に

対する自己効力感」は，「進路選択に必要な行動がと

れる自信」と関連があると考えられた．自己効力感と

は，目標達成に向け必要な行動ができるという自分の

可能性の認知であり[4]，本研究において「進路選択に

対する自己効力感」を進路選択が適切にできるという

認知とした． 
医療の状況を踏まえ看護基礎教育で，学生が看護師

という職業を選択し，看護師の職業行動がうまく遂行

できる自信を持たせることで，離職率を減らすことに

つながると考えた．今回，離職率を減らすための対策

の基礎資料とするため，看護学生を対象に実態調査を

行う． 
また，「進路選択に対する自己効力感」に影響する

ものとして，基本属性とともに，学習意欲，対人関係

について調査することとした．本研究では，影響要因

の調査項目を抽出する際， Bandura[4]がいう自己効力

感の 4 つの主要な影響要因を参考にした．Bandura[4]
は，自己効力感を育てるために，「制御体験」，「代理

体験」，「社会的説得」，「生理的・感情的状態が良いこ

と」を明らかにしている．その中で，「制御体験」は

忍耐を要する努力の成功体験を意味し，自己効力感を

作り出す最も効果的な方法である．本研究では，看護

学生の「制御体験」が学習と考え，学習意欲を調査す

る．また，同じような立場の人間が努力した成功を見

ることで自己効力感が高まる「代理体験」，自信が持

てるように話をして言い聞かせる「社会的説得」につ

いては，対人関係として調査したいと考えた．本研究

では，まず，学生生活の中で友人との対人関係を調査

する． 
以上，本研究の目的は，看護大学4年生が持つ「進

路選択に対する自己効力感」とその影響要因を明らか

にすることである．看護大学4年生の進路選択に対す

る影響要因を明らかにすることで，進路選択に対する

自己効力感を高めるために必要な介入方法を検討す

ることが可能となる．  
 

2.  研研究究方方法法 
 
2.1 研究対象者 
研究対象は，看護大学4年生105名を対象とした．4

年生は，卒業に必要なほとんどの科目を履修し，特に

看護学実習11科目(23単位)の履修は修了した時期であ

る．進路選択として，就職試験活動の時期である． 
 

2.2 調査期間 
2021年7月に無記名の質問紙調査を行った． 

 
2.3 調査項目 
１）基本属性 
 年齢，性別，アルバイトの有無，一人暮らしかそう

でないかなどを調査した． 
２）進路選択に対する自己効力感 
 浦上[3]が開発した進路選択に対する自己効力感尺

度を用いた．この尺度は，信頼性，妥当性が確認され

ている．30 項目から構成され，非常に自信がある（4
点）～全く自信がない（1 点）の 4 件法である．合計

点数が30点～120点で，得点が高いほど進路選択に対

する自己効力感が高いと評価する．本尺度は職業に対

する意識を反映しており，また得点の高い者はより望

ましい意識を持っている[3]とされている． 
３）影響要因 
対人関係については今回，学内友人数，学外友人数

の多さについて調査する．「とても少ない～とても多

い」の5件法（1点～5点）とした． 
学習意欲について，永嶋[5]が開発した看護学生の学

習意欲尺度を用いた．この尺度は，看護教育に特有の

実践思考性の高い演習・実習，小集団での課題遂行，

看護への興味・関心を含めた看護学生の学習意欲を測

定するものであり，信頼性，妥当性が確認されている．

30項目から構成され，非常に当てはまる（４点）～まっ
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たく当てはまらない（1 点）の 4 件法である．合計点

数が30点～120点で，得点が高いほど学習意欲が高い．

3 つの下位尺度があり，第 Ⅰ 因子【実習・演習に対す

る期待】9項目（9点～36点），第 Ⅱ 因子【小集団への

適正】6項目（6～24点），第 Ⅲ 因子【主体的学習行動】

8項目（8～32点）の3因子である． 
 

2.4 データ収集方法 

研究ついて，口頭及び文書で説明した．同意書の署

名で同意を確認後，質問紙調査を実施した．授業終了

後に時間を設定，4 年生に質問紙を配布した．研究参

加の意思がある者のみ記入してもらった．その後に質

問紙を個人用の回収用封筒に入れ厳封してもらった．

大学内に設置した回収ボックスで回収した． 
 
2.5 分析方法 
得られたデータは，Kolmogorov-Smirnov検定によっ

て正規性を確認し，ノンパラメトリック検定を行った．

データ分析として，2群間の相関にはSpearmanの検定，

2 群間の比較を Mann-Whitney の U 検定を行った．分

析は，統計解析ソフトSPSS 25.0J For Windowsを用い

た．本研究では，ノンパラメトリック検定ではあるが，

データをわかりやすく示すために，中央値（範囲）で

はなく，平均値と標準偏差で表した． 
 
2.6 倫理的配慮 
研究対象者が所属する大学の口頭及び文書で承認を

得た．研究対象者には，研究目的や自由意思での参加

であること，匿名性の保持，成績など不利益はないこ

となどを，文書および口頭で説明した．同意書の署名

で同意を確認し研究を実施した．調査は，進路選択に

対する自己効力感尺度の使用については，開発者の許

可を得た． 
本研究は福岡学園倫理審査委員会により許可を得て

実施した（承認番号 第345号）． 
 

3.  結結果果 
 

3.1 対象者の概要 
 87名よりデータを回収（回収率82.9％）した．有効

回答は，85名（有効回答率97.7％）であった． 
 性別は男性が11 名（12.9％），女性74 名（87.1％）

であった．平均年齢は21.45歳（±0.70）であった．ア

ルバイトをしている者が 60 名（70.1％），アルバイト

をしていない者が25名（29.9％）であった．住居につ

いては，一人暮らしでない者（実家で同居など）が64
名（75.2％），一人暮らしの者が21人（24.7％）であっ

た． 
学内の友人については，「とても多い」が 15 名

（17.6％），「やや多い」が20 名（23.5％），「普通」が

42名（49.4％），「やや少ない」が8名（9.4％），「とて

も少ない」と回答した者はいなかった．学外の友人に

ついては，「とても多い」が 10 名（11.8％），「やや多

い」が24名（28.2％），「普通」が43名（50.6％），「や

や少ない」が8名（9.4％），「とても少ない」と回答し

た者はいなかった． 
 
3.2 進路選択に対する自己効力感  
 進路選択に対する自己効力感尺度30項目の合計（以

下，【自己効力感合計】）の平均得点は，89.6±11.98
点であった． 
 
3.3 学習意欲（表1） 
学習意欲の合計の平均得点（以下，学習意欲合計）

は，82.73±10.38 点であった．第Ⅰ因子である，【実

習・演習に対する期待】（以下，実習・演習に対する

期待）の合計得点は，25.49±3.44点であった．第Ⅱ因

子である，【小集団学習への適正】（以下，小集団学

習への適正）の合計得点は，19.35±2.91 点であった．

第Ⅲ因子である，【主体的学習行動】（以下，主体的

学習行動）の合計得点は，20.20±3.90点であった． 
 
3.4 進路選択に対する自己効力感と基本属性との関

連（表2） 
性別における【自己効力感合計】は，男性が 90.91

±8.79点，女性が89.41±12.42点で有意差は認められ

なかった．アルバイトにおける【自己効力感合計】は，

アルバイトをしている者が89.70±12.50点，アルバイ

トをしていない者が89.36±10.86点で有意差は認めら

項目 mean ± SD

学習意欲合計 82.73 ± 10.38

実習・演習に対する期待 25.49 ± 3.44

小集団学習への適正 19.35 ± 2.91

主体的学習行動 20.20 ± 3.90

表1．学習意欲の合計平均得点と下位項目の平均得点
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れなかった． 
 住まいにおける【自己効力感合計】は，一人暮らし

以外の者（実家で同居など）が89.02±12.07点，一人

暮らしの者が 91.38±11.80 点で有意差は認められな

かった． 
 
3.5 進路選択に対する自己効力感と学習意欲および

影響要因との関連（表3） 
進路選択に対する自己効力感と学習意欲では，【学習

意欲合計】(r = .492)，【実習・演習に対する期待】(r = .482)，
【小集団学習への適正】(r = .486)と進路選択に対する

自己効力感において，やや強い正の相関がみられ，【主

体的学習行動】(r = .279)と弱い正の相関が認められた．

進路選択に対する自己効力感が高い者は，【学習意欲合

計】，【実習・演習に対する期待】，【小集団学習への適

正】，【主体的学習行動】が高い傾向にあった． 
進路決定に対する自己効力感と影響要因では，学内

の友人の多さと進路選択の自己効力感には相関関係が

認められなかった．学外友人の多さと進路決定の自己

効力感に弱い正の相関が認められた．学外友人が多い

学生は，進路決定に対する自己効力感が高い傾向に

あった． 
4.  考考察察 

 
本研究対象の4年生は，看護師を目指して看護大学

に入学し，卒業後も看護師という職業行動の進路選択

を行っていく．看護師となった後は，病棟配置希望，

認定看護師や専門看護師，大学院への進学など，進路

選択が必要とされる．そのため，本研究で明らかになっ

た「進路選択に対する自己効力感」は，先行研究[3]， 
[6]，[7]などを踏まえると，看護師という進路選択の自

信ともに職業行動の自信を示すといえる．田中ら[7]の
研究で示されたように看護学生が病院などを比較しな

がら就職先の絞り込みを行うように，研究対象の4年
生は，看護師として働く病院などの進路決定の時期で

ある．就職行動が活発に行えるかどうか，「進路選択に

対する自己効力感」が影響すると考えられる．本研究

で得られた「進路選択の自己効力感」は，89.60±11.98

n mean ± SD

男性 11 90.91 ± 8.79

女性 74 89.41 ± 12.42

している 60 89.70 ± 12.50

していない 25 89.36 ± 10.86

自宅 64 89.02 ± 12.07

一人暮らし 21 91.38 ± 11.80

mean±SD：平均値±標準偏差

㎱：not significant

表表22．．進進路路選選択択にに対対すするる自自己己効効力力感感とと基基本本属属性性ととのの関関連連

p：有意水準　＊：ｐ＜0.05

アルバイト
進路決定に対する
自己効力感の合計

住まい
進路決定に対する
自己効力感の合計

Mann–Whitney U test

項目
得点

P値

性別
進路決定に対する
自己効力感の合計

㎱

㎱

㎱

進路決定に対する
自己効力感の合計点

学習意欲
合計

実習・演習に
対する期待

小集団学習
への適正

主体的
学習行動

大学生活
の楽しさ

学内友人
の多さ

学外友人
の多さ

rs rs rs rs rs rs rs rs
進路決定に対する

自己効力感の合計点
－ .492** .482** .486** .279** .248*

学習意欲合計 － － .838** .696** .758** .229*

実習・演習に対する期待 － － － .664** .397** .244*

小集団学習への適正 － － － － .253* .244* .234* .245*

主体的学習行動 － － － － －

大学生活の楽しさ － － － － － － .607** .386**

学内友人の多さ － － － － － － － .699**

学外友人の多さ － － － － － － － －

スピアマンの順位相関係数　*p ＜0.05　**p ＜0.01

表表33．．進進路路選選択択にに対対すするる自自己己効効力力感感とと学学習習意意欲欲とと影影響響要要因因ととのの関関連連

.151

.106

.182

.171

.063

.158

.170

.129

.004
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れなかった． 
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学生は，進路決定に対する自己効力感が高い傾向に
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に入学し，卒業後も看護師という職業行動の進路選択
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[6]，[7]などを踏まえると，看護師という進路選択の自

信ともに職業行動の自信を示すといえる．田中ら[7]の
研究で示されたように看護学生が病院などを比較しな

がら就職先の絞り込みを行うように，研究対象の4年
生は，看護師として働く病院などの進路決定の時期で

ある．就職行動が活発に行えるかどうか，「進路選択に

対する自己効力感」が影響すると考えられる．本研究

で得られた「進路選択の自己効力感」は，89.60±11.98

n mean ± SD

男性 11 90.91 ± 8.79

女性 74 89.41 ± 12.42

している 60 89.70 ± 12.50

していない 25 89.36 ± 10.86

自宅 64 89.02 ± 12.07
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点であり，看護系以外の女子短期大学生を対象とした

先行研究[3]の 81.49±10.77 点より高かった．また，看

護大学 1 年生を対象とした先行研究[8]の 85.31±11.67
点より，本研究対象の4年生が高い結果であった．本

研究対象の4年生は，進路選択に，ある程度の自信が

あると考えられた．先行研究[9]の中には，職業的アイ

デンティティが上級生になるにつれ低下するという報

告があったが，詳細な今後の研究が必要であるものの

本研究とは異なると考えられた．研究対象の4年生は，

卒業に必要な科目の履修をほとんど修了し，11科目の

看護学実習も終えている．これまで，多くの専門的学

びを得る機会があった．将来に向けた専門的学びの機

会が，進路選択の自信につながったと考えられた．忍

耐を要する努力の成功体験である「制御体験」[4]がで

きた可能性が示唆された．今後は，進路選択の自信を

維持し，進路選択行動が活発にできる支援が課題であ

る．本研究で明らかになった学習意欲と大学外の友人

との関係から，学習意欲を高め，大学外の友人と交流

ができる機会を作ることは，「進路選択の自己効力感」

を高める方法につながると考えられた． 
 「進路選択の自己効力感」と学習意欲との相関関係

から，進路選択の自信は，学習意欲で高まる可能性が

あるといえた．さらに，「進路選択の自己効力感」は，

学習意欲尺度における下位尺度【主体的学習行動】【実

習・演習に対する期待】【小集団学習への適正】との関

連が明らかになっている．看護の専門的な学習に主体

的に取り組む意欲があり，実習・演習に対する期待を

持って，小集団学習への適正な学習意欲が高い方が，

「進路選択の自己効力感」が高い傾向といえた．【主体

的学習行動】よりも【実習・演習に対する期待】【小集

団学習への適正】との相関係数が高いことから，小集

団学習や実習・演習の学習が進路選択の自信につなが

りやすいと考えられた．先行研究[10], [11], [12]では，

学習が自己効力感向上となった結果があり，研究対象

の4年生が行った学習が忍耐を要する努力の成功体験

[4]になった可能性がある．どのような学習が意欲向上

となり「進路選択の自己効力感」を高めたのか，今後

の研究課題としたい． 
 進路選択の自己効力感に対する影響要因として，大

学外における友人の多さと相関関係があったが，大学

内の友人の多さとは関連がなかった．同じ看護師とい

う進路に向けて努力している大学内の友人よりも，異

なる進路を目指す大学外の友人が影響する可能性が示

唆された．泉澤ら[6]が，看護学生207名のデータを分

析し，看護師志望の動機が「経済的安定」が一番多く，

「社会性・将来性」「看護師への興味・関心」を合わせ

て8割を占めることを明かにしていた．看護師という

職業選択の自信は， 社会から見た職業という可能性が

ある．看護師は，社会の需要が高く認知度が高いこと

から，大学外の友人との関わりから，進路選択の自己

効力感が高められた可能性が示唆された．また，この

ことは，今後の調査が必要であるが，同じような立場

である大学内の友人が努力した成功体験を見る[4]よ
りも，学外にいる友人の存在が影響したことが推測さ

れる． 
本研究の結果から，今後，さらに「進路選択の自己

効力感」を高めることを目標に本研究を進めていく必

要がある．本研究は，調査対象者数が85名と少なく一

般化するには限界があり，今後も研究を継続する予定

である．研究で明らかになったことを基礎資料とし，

実習・演習において，学生が主体的に取り組める支援

が課題である． 
 

5．．結結論論 
 
看護大学4年生が持つ「進路選択の自己効力感」と

その影響要因について，以下のことが明らかになった． 
1）学習意欲が高い学生は，「進路選択の自己効力

感」が高い傾向にあるといえた． 
2）大学外の友人が多い学生は，「進路選択の自己

効力感」が高い傾向にあった． 
3）看護師という進路選択に必要な行動がとれる自

信を高めるために，学習意欲や学外の友人などと

いう影響因子を踏まえ，教育する必要性が示唆さ

れた． 
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